
回 覧   

オープンスクール開催 

 
                  第４号  

「輝け高鍋高校！」～地域自慢の学校作りプロジェクト～ 
 

  多くの中学生が参加、 

在校生ボランティアスタッフも大活躍！ 

 7 月 29 日（金）、高鍋高校のオープンスクールが開催され、多くの中学生、保護者の皆さんに参加していただき

ました。（中学生 228 名、保護者 116 名が参加）今年は高鍋高校 100 周年という記念の年ということもあり、新

しい企画や内容で実施しました。オープニングは書道部のパフォーマンス。体育館のステージ上で、音楽、ダンスと

ともに「青春謳歌」の文字をダイナミックに書いて披露しました。そして生徒会による全体会。高鍋高校についてス

ライドや動画とともに説明しました。その後はマッチング。在校生のボランティアスタッフと中学生とがテーマに沿

って糸電話を使って話をしました。時間が着たら相手が変わり、テーマが変わり、多くの中学生と在校生とが話をす

る楽しい時間となりました。積極的に質問をしていた中学生も多く見かけました。 

 その後は教室に移動して授業を体験してもらいました。普通科（LA クラス、CI クラス）、探究科学科、生活文化

科と 10 の講座に分かれての授業でした。2 講座受講し、中学校別説明会へ。出身中の在校生による説明会で、なぜ

高鍋高校を選んだのか、高鍋高校での生活の様子などいろいろな話をし、中学生や保護者からの質問に答えました。

最後は在校生が校内をぐるっと案内する「鍋高ツアー」。新しい制服や伸びる机、高鍋神社を見て回りました。オー

プンスクールは 10月にも開催予定です。今回参加できなかった中学生はぜひ参加してくださいね。待ってます！    

 

 

職業観を育成、多くの学びにつながりました！ 
 

7 月 12 日・13 日の 2 日間、生活文化科と普通科 CI クラスの 2 年生がイ

ンターンシップに参加しました。高鍋町内の企業で就業体験をし、いろいろ

なことを学びました。このインターンシップの目的は、①就業体験を通して、就業に対しての勤労観・職業観を身に

付けさせる、②職業上の適正や将来設計について考える機会とする、③異世代 

の方々との交流を通してコミュニケ－ション能力の向上を図る、の 3 つです。高校卒業後就職を希望している生徒は

もちろん、進学を希望している生徒も将来の自分のために、「働くこととはどういうことか」「仕事をする上で大切

なことは何か」など多くのことを学んだようでした。この経験は、今後の学校生活に、そして進路選択に大いに生か

されることと思います。 

       
      福岡生花店で実習した       高鍋町図書館で実習した       児湯茶農協で実習した 

高森花恋さん（広瀬中）       江頭加帆さん（唐瀬原中）      古屋陽翔くん（高鍋西中） 

永友愛南さん（国光原中）      長友愛心さん（唐瀬原中） 

 

インターンシップ 
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平和の鐘点鐘式  当たり前が当たり前ではない毎日に感謝します 
 本校の事務室前に「平和の梵鐘（ぼんしょう）」が置かれています。これは「広島

平和の鐘」の作者で人間国宝の香取正彦さんが 1967 年（昭和 42 年）に制作したも

ので、本校の卒業生である永原友市さんが購入し、1992 年の本校創立 70 周年の記

念にと本校に寄贈してくださいました。広島市平和記念公園にある「平和の鐘」と同

じ作りです。本校では毎年 8 月 6 日に「平和の鐘点鐘式」を行い、原爆投下時刻の 8

時 15 分に合わせてこの鐘をついてきました。今年も、6 日の朝、代表生徒や部活動

生、先生方が式に参加し、校長、同窓会会長、生徒会長が鳴らす鐘の音を聞きながら

黙祷をささげ、平和の尊さについて考えました。広島に原爆が投下されてから 76年が

経ちます。戦争を体験した人たちは高齢となり、年々少なくなっています。今の平和な

日本があるのは、77 年前の悲惨な体験があるからだということを忘れず、将来の日本

を支えるみなさんたち若者が、戦争の悲惨さや核兵器の恐ろしさ、そして平和維持を伝

え、実践していかなければなりません。その意味でも、本校で毎年行われている点鐘式

は大変意義深いものです。「知らない」「分からない」では済ませられません。世界で唯

一の被爆国である日本に生まれた者の使命であり、義務であると思います。 

 

 
 
 

７月から夏休みにかけて、FW 演習Ⅰ、MSEC フォーラム（探究活動の成果発表）、各種
講演会、オープンスクール夏の陣、TISP2022 などなど、探究科学科の夏はとにかく行事
がたっぷり。探究科学科の生徒だけが経験できる青春謳歌の夏です。 

１年生は Summer Camp を農業大学校で実施。 

1 日目は 90 分集中しての国数英の講座、大学受験

に向けたいい経験となり、2 日目は７月に行った

FW 演習Ⅰの振り返りと探究内容の再設定をがっつ

りとチームごとに取り組みました。暑い夏、農業大

学校からの素敵なプレゼント『スイカ』！！スイカの重さを考察し、最後は夏

の思い出スイカ割り！！コロナウイルス感染拡大の中、宿泊を伴わない形とな

りましたが、さまざまな協力で無事終えることができよかったです。 

 

 

 

生活文化科 ★生活文化科ならきっと輝ける！この学びは宝物！ 

 

 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 『フリーアナウンサーによる、コミュニケーション力ＵＰ講座』 

  就職・進学試験が近づく中で、生活文化科 3 年生を対象に「声の出し方、気持ちを伝える
言い方」などを、一人一人実演しながら具体的に学びました。 

 大切な事を話すと
きには、しっかりと
“間”をとるなど、
自己ＰＲのポイント
をたくさん教えて
いただきました。 

講師は、宮崎県で幅
広く活躍されている
フリーアナウンサー 
成井富左子さん 

 

       

 背筋を伸ばすこ
と が第一 。 ま
た、曲調と合わ
せた歩き方やポ
ージング、フォ
ーメーションの
提案などしてい
ただきました。 

講師は、宮崎県を
拠点に東京でも活
躍されている芸能
プロダクション代表 
海汐祐希さん 

 『モデルさんによる、ウォーキング講習会』 
 ファッションショーに向けて、今年もプ
ロのモデルさんにウォーキングやポ
ージングを教えていただきました。 

探究科学科 探究科学科の はとにかく ！！ 


